








































































































































































































































この翻訳のテクスト IICJ1XOJIOrJ1SI1 Y可eHJ1<巴oJIOKaJIJ13aIJ;J11 ITCI1XI1可eCKI1XφyHKIJ;I1H
は、 JI.C. BhlrOTCKI1抗， C06paHI1巴 COLJI1H巴H11，T. 1， M.， IIe月arorI1Ka，1982，C. 168 
174 [ヴイゴツキ一、いわゆる 6巻本著作集、第 1巻、 pp.168-174)に収録さ
れている O この巻の編者の註によれば、テクストは1934年6月に開催された第
1回全ウクライナ神経心理学大会での報告のためのテーゼであった。
報告テーゼという性格上、病理学的な記述や障害の記述、ヴィゴツキーらが
行ったと考えられる実験の具体的内容が示されていないのが残念である O しか
し、三つのテーゼのうち、第二のもの(発達過程と崩壊過程におけるダメージの逆
向きの運動)は、「高次精神機能の発達と崩壊の問題J (1934年4月、『子どもの知的
発達と教授』柴田義松・森岡修一訳、明治図書、 1975年所収)などによって補うこと
ができ、第三のもの(高次機能の発達と崩壊とにおける脳外の諸連関の意義)は、「人
間の具体的心理学J (1929年、『ヴイゴツキー心理学論集』柴田義松・宮坂E秀子訳、学
文社、 2008年所I1又)、『文化的一歴史的精神発達の理論~ (1931年、柴田義松監訳、
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学文社、 2005年)などによって補うことができる O
おそらく、第一のテーゼは、訳者の知る限りでは、他の著作には見られない
内容を含んで、いる O ヴィゴツキーは、ここで、心理学的アプローチと神経学に
おける局在論・全体論の関連性に着目し、古典的な局在論と純粋な全体論、さ
らに、それらの機械的結合(中枢の二重機能の仮定)であったゴルトシュタインら
の考えの批判的吟味のうえに、人間心理の複雑性を心理神経学はどのように説
明しうるのか、という問題を提起している O 心理学の面でヴィゴツキーがここ
で述べている「高次心理機能の歴史理論」はすでにたんなる個別機能の媒介的
発達(第三のテーゼの脳外の諸連関)を意味Lているのではなく、，-a)機能間の連
関・関係の可変性、 b)一連の要素的な諸機能を統合する複雑な力動的諸シス
テムの形成、 c)意識における現実の一般化された反映」を内容としているの
であるから、高次心理機能の媒介的発達理論を止揚した心理システム論、ある
いは、心理システム論を内包した高次心理機能の発達理論である O 神経学の面
では、ごく抽象的に言えば、諸中枢の特殊的諸機能のシステム論であろう O 失
語症・失認症・失行症の分析、それらの子どもと大人における変調の考察、し
かも、それらの分析と考察を「地と図J(全体と部分)、高次機能と低次機能、
発達と崩壊(今日では崩壊過程のみならず回復過程のモメントも考察可能であろう)の
諸モメントを導入して一つの構図に高めようとしたところに、ヴィゴツキーの
本領がある O 神経学への問題提起を形式的に整理すれば、新しい局在論が同時
に新しい全体論であるような両者の総合、ヒエラルヒーをもちつつもそれが可
変的であるような諸中枢のシステムということになるであろうか。しかし、そ
の問題提起が現代的な価値を持ちうるかどうかは、心理神経学の専門家に耳を
傾けるほかはない。
だが、心理学や人間学の次元から言えば、これらのテーゼが示すダイナミッ
クなアプローチ、象徴的には「脳の活動における図が高次心理機能によって表
されるときには地は低次心理機能によって表され、その逆に、図が低次心理機
能によって表されるときには地は高次心理機能によって表される」というよう
な分析のダイナミズム、言いかえれば、考察する事柄を発生的観点からあらゆ
る連関において捉えるというヴィゴツキーの方法はいささかも価値を減じてい
ないのである O
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